
ブリ類のレンサ球菌症について

◆目的

◆現状と問題点

近年，診断用の抗KG－型血清に凝集反応を示さないLactococcus garvieae株が南中九州・西四国のブリ養殖場

を中心に発症が拡大傾向にあるため，本県における当該菌株の発生状況を調査し，簡易判別法の検証と既承認
抗菌性薬剤の薬剤感受性を評価し，今後の治療対策に向けた基礎的知見を得る。

◆方法
①発生状況調査：県内養殖場で発生しているレンサ球菌症の種の判定（抗血清凝集反応，ＰＡＳＴＲＥＸ試験）
②簡易判定法の検証：魚病診断カルテを元に，既知のレンサ球菌症との識別を外部・内部所見から検証
③薬剤感受性調査：ディスク法により薬剤感受性を調査し，薬剤耐性菌出現のモニタリングを実施
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《レンサ球菌症の診断法と確定診断について》

【ブリ類養殖の疾病対策の歴史】
●1990年代初頭

「レンサ球菌・イリドウイルス・ビブリオ」
の三大疾病により深刻な被害が発生

●1997年の経口ワクチンの承認
～2001年から注射ワクチンが普及！

三大疾病は激減し，治療薬である抗生
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原因菌の検鏡

【従来型ﾚﾝｻの判定】

－Lactococcus garvieae－

① L．garvieaeⅠ型
(抗KG－型血清凝集ﾀｲﾌﾟ)

② L．garvieaeⅡ型
(抗KG－型血清非凝集ﾀｲﾌﾟ)

３７℃で１８～２４時間培養
した菌体を抽出液0.3mLに
溶解し，３７℃で１０分保温

内部症状

診 断 法 確定診断

診断用抗血清凝集反応

【新型ﾚﾝｻの判定】
－Streptococcus dysgalactiae－

（ランスフィールドC郡ﾚﾝｻ球菌）

PASTREX試験

（バイオラッド社）

陽性：緑色の背景に
赤色の凝集塊を示す

白い粒状の凝集反応

【問題点】

●Ｈ27にレンサ球菌症が増加傾向！

   血清学的に異なる株（非凝集株）

の出現（ L．garvieaeⅡ型）

※既存ワクチン効果の懸念



◆結果（その１）３種類のレンサ球菌症の発生状況

新型レンサ球菌症（Streptococcus dysgalactiae）

従来型レンサ球菌症（Lactococcus  garvieaeⅠ型）

従来型レンサ球菌症（Lactococcus garvieaeⅡ型）
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L．garvieaeⅠ型（凝集型）

L．garvieaeⅡ型（非凝集型）

高水温期の夏季に
発症が集中！

新型に比べると通年
発症する傾向あり！

2015年5月から新たに
発症が確認された！

（近年は減少傾向）

（近年は横ばい・減少傾向）

【新型と従来型の簡易判別法の検証】
◆結果（その２）簡易判別法の検証

【Ⅰ型とⅡ型の簡易判別法の検証】
（2005年時） （2015年時）

◆結果（その３）薬剤感受性の調査

阻止円（大）

（感受性大）

LCM
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阻止円（小）

（感受性小）

【ディスク法により薬剤感受性試験】

◆まとめ

●従来型レンサ球菌症のⅠ型とⅡ型の簡易区別は困難な状況（それぞれの抗血清による凝集反応で区分）

●本県では2015年からⅡ型の発症が見られLCM耐性菌が確認されていることから，その動向には注意が必要

表１　平成27年度に確認された非凝集型レンサ球菌症の菌株リスト

OTC EM LCM FF
カンパチ 5 2,412 － 潰瘍 有り １Ｈ
ブ　　　リ 6 1,801 － － － ２Ｂ 耐性
ブ　　　リ 7 1,778 白濁・出血 出血 － １Ｔ 耐性
カンパチ 7 1,283 － 潰瘍 有り １K
カンパチ 7 1,803 白　　濁 潰瘍 有り ３Ｔ
カンパチ 8 2,083 － 潰瘍 有り １Ｔ
カンパチ 8 2,720 － 潰瘍 １Ｂ
ブ　　　リ 8 3,695 出　　血 － 有り １B 耐性
カンパチ 9 671 － 潰瘍 － １B
カンパチ 9 3,200 － 潰瘍 有り ２Ｈ
ブ　　　リ 10 1,187 充　　血 － 有り １Ｈ 耐性
ブ　　　リ 11 5,200 － － － 1K 耐性
カンパチ 11 1,483 出　　血 潰瘍 － 2K 耐性
ブ　　　リ 11 983 充血・白濁 － － 2B
ブ　　　リ 11 1,448 白濁・突出 － 有り 4K 耐性
ブ　　　リ 11 5,000 充血・突出 － 有り 1K 耐性
出現割合 8/16 9/16 9/16 0/16 0/16 8/16 0/16
（注） ①分離部位（K：腎臓，B：脳，H：心臓，Ｔ：尾柄部の略記）

　　　 ②ディスク名：OTC（塩酸ｵｷｼﾃﾄﾗｻｲｸﾘﾝ），EM（ｴﾘｽﾛﾏｲｼﾝ），LCM（ﾘﾝｺﾏｲｼﾝ），FF（ﾌﾛﾙﾌｪﾆｺｰﾙ）

　　　 ③感受性の判定はOTC（耐性≦14）,EM（耐性≦15）,LCM（耐性≦16）,FF（耐性≦12）を基準とした。
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